
平成３０年度第３回 日進市地域公共交通会議 資料 

【報告事項】 

（１）平成３０年４月以降の運行実績について           ･･･Ｐ１ 

（２）平成３０年度地域公共交通確保維持改善事業に係る 

自己評価（幹線系統）                          ･･･Ｐ４ 

【議題】 

（１）平成３０年度地域公共交通確保維持改善事業に係る 

自己評価（フィーダー系統・再編計画推進事業）       ･･･別紙 1 

【その他】 

フィードバックアンケートの結果について（速報）   ･･･別紙２

平成３１年１月１５日 
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 報告事項（１） 平成３０年４月以降の運行実績について（平成２８年度、２９年度との比較） 
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１ 再編後の利用者数の推移 

平成３０年４～１１月の利用者数は、くるりんばす７路線が前年同期比横ばいの１００．２％となったのに対し、日進中央線が前年同期比１２４．５％と数値を大きく伸ばした結果、

８路線の合計では前年同期比１０５．７％となり、全線再編前の９割の水準まで増加してきている。 

  一方で個別の路線に目を向けると、日進中央線、赤池線が前年同期比で大きく数値を伸ばした一方で、岩崎線が前年同期比で１１．３％程のマイナスとなった他、米野木線、三本木線

も低調に推移するなど、路線によって増減度合いの差が出ている。このことは、再編後の利用者の移動方法の選択に変化が生じてきている証左であると考えられますので、変化の中身に

ついて、フィードバック調査及び車内調査の詳しい分析結果を基に把握し、対応策の検討を開始する必要がある。 

２ 車内収入の推移 

平成３０年４～１１月の料金収入は前年同期と比較すると約２６万円の増加となりましたが、この金額にはフィードバックアンケートに同封したお試し乗車券５０万円分が計上され

ているため、その影響額を除くと約２４万円の減少となります。ただし、新規に追加された定期券などの影響で、平成２９年４月の売上額が大きく膨らんでいた（平成３０年比＋７６万

円）となっていたことを考慮しますと、料金収入は微増傾向にあると考えられます。
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Ａ Ａ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ａ Ａ

名
鉄
バ
ス
㈱

日
進
市

(平均乗
車密度)

Ｈ30
実績＝

Ｈ30
計画

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

⑥複数市町村を跨ぐ系統/
幹線系統としての役割

運営
主体

運行
事業者

系統名 運行区間

②事業概要
①補助対象事業

者等

⑤目標・効果達成状況

④事業実施の適切性
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

収支率(％)輸送量(人)

Ｈ30
実績

Ｈ29
実績

(運行回
数)

13.9
くるりんバス
(五色園線)

49.1 60.6

市を跨ぐ利用者は、月平均2,040人で全体

の20％を占め、その内訳は、通勤定期

5.9％、通学定期5.9％、現金・ＩＣＳＦ（定期

以外）88.2％である。路線の南北にある赤

池駅とリニモ長久手古戦場駅を結ぶもの

で交通結節点同士を結んでおり、住民の

移動の軸として重要な役割を担っている。

《地域的・フィーダー的系統》

くるりんばす（全線）、長久手市Ｎ－バス

（中央循環線）
名
鉄
バ
ス
㈱

名
鉄
バ
ス
㈱

日進中央
赤池駅～長久手
古戦場駅

関係市と協力し、時刻表・バス

マップの作成・配布、バスロ

ケーションシステムやオープン

データ化（ＧＴＦＳ）による情報

提供により路線のＰＲを継続的

に実施した。沿線大学へ訪問

し、学生の利用促進を依頼し

た。また、沿線市のバスマップ

等にも本路線の情報を掲載し

利用促進に努めた。

15.0

星ヶ丘・豊田
赤池駅～イオン
三好店アイモー
ル前

関係市と協力し、時刻表・バ

スマップの作成・配布、バス
ロケーションシステムの提

供、ノンステップバスへの更

新等により利用者の利便性
向上に努めた。また、沿線市

のバスマップ等にも本路線

の情報を掲載し利用促進に
努めた。

毎時１本運行のため、遅延による
運行への信頼性を失うと利用者

離れも懸念されるため、大型商業

施設に起因する道路渋滞等の影
響を最小限に食い止める施策を

検討するなど、定時運行の確保

に引き続き努める。また。再編の
効果や課題の抽出を行うととも

に、路線の周知を継続的に実施し

ていく。

台風の影響等による運休が

あったが、その他は所定の
事業計画どおりの運行が実

施されている。

《台風による運休》
Ｈ30/9/4：5本

補助対象期間の利用者数は

127,170人で、目標数値73,000

人に対して174.2％となり、目標

を達成することができた。前年

度比でも144.7％増加した。平

成29年４月の路線再編により

多くの区間で運賃の値上げと

なったが、比較的短距離の利

用が底上げしたこともあり、利

用者が増加している。

46.5 61.5 4.1

沿線地域にある複数の大型商業
施設の影響による移動の需要の

変化を検証する必要がある。必要

に応じて、路線の見直しを検討す
る。

継続して、バスロケーションシステ

ム等による情報提供を実施すると
ともに、事業者・沿線市と連携した

乗り方教室等の利用促進を図っ

ていく。

台風の影響等による運休が
あったが、その他は所定の

事業計画通りの運行が実施

されている。
《台風による運休》

Ｈ30/9/4：4本

Ｈ30/9/30：4本

補助対象期間の利用者数は

34,188人で、目標数値37,020

人に対して92.3％と減少なり、

目標を達成することができな

かった。前年度比でも80.3％減

少し、収支率も大きく減少した。

利用者の交通需要の変化や交

通渋滞に伴う交通環境の変化

により利用者数にも影響があっ

たと考えられる。

18.8 16.9 2.6 6.5 50.8 38.0

複数市町を跨ぐ利用者は、月平均
1,980人で全体の78％を占め、その内

訳は、通勤定期1.5％、通学定期

4.5％、現金・ＩＣＳＦ（定期以外）93.9％
である。東郷町内から、日進市内の赤

池駅又はみよし市の商業施設への需

要が多い。
《地域的・フィーダー的系統》

（東郷町）じゅんかい君（北、南北コー

ス）、（日進市）くるりんばす（赤池線）

路線再編を行った結果、利用者
が減少しているため、利用実態の

把握を行い、再編の効果や課題

の抽出を行う。路線の周知・ＰＲに
より利用促進に努める。

近隣５市町において、尾三地区広

域公共交通推進協議会を設置し
たため、尾三地区エリアの路線網

等について検討を進めていく。

台風の影響等による部分運
休があったが、その他は所

定の事業計画どおりの運行

が実施されている。
《台風による部分運休》

Ｈ30/9/4

補助対象期間の利用者数は

44,918人で、目標数値48,684人に

対して92.3％となり、目標を達成す

ることができなかった。前年度比で

も、84.9％と減少している。平成29

年４月の路線再編により運行本数

の減少や路線キロ程が短くなり、

本路線がカバーするエリアが再編

前よりコンパクトになった影響が考

えらえるが、再編後の利用者は低

調に推移している。

55.4 18.8 1.9 15.8

複数市町村を跨ぐ利用者は、月平均
371人で全体の5％となっているが、当

該路線は日進市西部と赤池駅を結ぶ

路線であり、多数の利用者が鉄道を利
用した市町村間移動を行っていると考

えられる。鉄道駅の利用のほか、東名

古屋病院への通院利用も推測される。
《地域的・フィーダー的系統》

くるりんばす、名古屋市営バス

くるりんバス
(梅森線)

市役所～東名古
屋病院～市役所

大型商業施設のプレオープ

ンに合わせたお買い物ツ
アーの企画、コミュニケー

ションツールを製作した。ま

た、オープンデータ化（ＧＴＦ
Ｓ）やバスロケーションシステ

ムの導入を進め、公共交通

の利用を促した。

市役所～長久手
古戦場駅～市役
所

オープンデータ化（ＧＴＦＳ）

やバスロケーションシステム
の導入を進め、市を跨ぐ乗り

継ぎ等の情報提供を行い、

公共交通の利用を促した。
市のバスマップを作製し、沿

線市内の公共交通施設・商

業施設等に配布した。

9.9 ―

9.9 ―

複数市町村を跨ぐ利用者は、月平均

3,354人で全体の29.6％を占め、日進市

東部と交通結節点である長久手古戦
場駅を結ぶ非常に重要な路線である。

通勤通学、買い物利用など幅広く利用

されている。

《地域的・フィーダー的系統》

くるりんばす、長久手市Ｎ－バス（中央
循環線）

路線再編を行った結果、利用者数は

過去の実績を大幅に上回る状態が

継続しており、概ね高評価を得てい

る。しかし、改善すべき事項が生じて

いる可能があるため、実態の把握を

行い、再編の効果や課題の抽出を行

う。

近隣５市町において、尾三地区広域

公共交通推進協議会を設置したた

め、尾三地区エリアの路線網等につ

いて検討を進めていく。

台風の影響等による部分運
休があったが、その他は所

定の事業計画どおりの運行

が実施されている。
《台風による部分運休》

Ｈ30/9/4

補助対象期間の利用者数は

67,994人で、目標数値67,237

人に対して101.1％となり、目標

を達成することができた。前年

度比でも106.0％と増加した。平

成29年４月の路線再編の結

果、リニモ長久手古戦場駅との

接続強化、また沿線の大型商

業施設の開業による相乗効果

もあり、再編後の利用者が大き

く増加している。

75.2 21.7 2.2

愛知県の地域間幹線系統確保維持計画において、確保又は維持が必要な運行系統と位置付けられた路線については、「地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱」に基づき、事業評価を

行うこととされています。日進市が運営主体となっている路線としては、梅森線、五色園線が該当しておりますが、他に名鉄バス株式会社が運営主体となっている路線として、日進中央線と

星ヶ丘・豊田線が本市に関係する路線として、平成３０年度の計画路線に位置付けされております。

これら幹線については、県から国に対し、下記の内容で評価報告を行う予定となっております。

平成３０年度地域公共交通確保維持改善事業に係る自己評価（幹線系統）


